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のであり今後の展開が、期待される。 
 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
金属工芸技法である鍛金の制作における意味を独自の視点から論じた論文とそれに基づき並行して制作さ
れた作品についての審査を行った。 
論文は、アルタミラ洞窟の後期石器時代の人間の生活の痕跡の考察から始まり、エルンスト・ゴンブリッ
チの「芸術と幻影」から人間はある物を見る時に自身の既に見たことのあるイメージを投影して考えるとい
う投射論という概念を取り上げ、岩盤に動物の形を見出しそれに手を加え自らの手でイメージを創造するよ
うになり、そのイメージの創造が祈りの儀礼をおこなう為の手段となったという考えを構築し、美術の根源
的な段階からの考察を試みている。人のこころに変化を及ぼす力を持つ存在を美術と位置づけ人間が外部に
形として表現し観衆者と共有することで表現しようとした事を昇華させる事が可能であるという考えに至っ
ていく。 
祈りの行為を美術の始まりとする考えから鍛金という金属工芸技術を用いて造形する事の意味を結び付け
て独自の美術観を打ち出している事が評価された。 
 作品は、祈りにおける反復、重畳や火を用いて昇華の意味を持つ儀礼から制作における形象化のヒント
を得、また神と人間をつなぐ金属という物質についての役割等について考察され、それらを通してモチーフ
の選択、制作工程に至るまできめ細かな考えが示されている。 
制作過程については環境の変化に耐える受動的な自身の成長の祈りのかたちから鳥をモチーフにした能動
的意志を表現した祈りのかたちへと変化し、直接的に祈りのかたちを象徴した火をモチーフにしたものへの
過程が述べられている。 
提出作品である蝋燭の火をモチーフにした「祈りのかたち１」、より多くの人と共有できる形として火炎土
器をモチーフにした「祈りのかたち２」は、鍛金における創作の可能性を試みた作品として評価された。 
本博士課程において自身の造形について素直に考察し美術の根源から堅実に構築していった論文、作品と
もに評価され、課程博士として相応の水準に達していることが認められ合格とした。 
